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第

回
選
抜
高
校
野
球
大
会
（
日
本
高

校
野
球
連
盟
、
毎
日
新
聞
社
主
催
）
は
第

３
日
の

日
、
阪
神
甲
子
園
球
場
で
１
回

戦
３
試
合
が
行
わ
れ
、
２
年
連
続
８
回
目

出
場
の
慶
応
義
塾
（
神
奈
川
）
は
、
第
１

試
合
で
初
出
場
の
開
星（
島
根
）と
対
戦
。

先
制
し
た
が
１
｜
４
で
敗
れ
た
。

慶

応

▽
第
１
試
合

１
回
戦

１

０
０
０
０
０
１
０
０
０

薬薬薬薬薬薬薬

開

星
０
０
０
０
０
２
０
２

４

（
島
根
）

白
村
、

奪
三
振
も

慶
応
義
塾
は
昨
秋
の
明
治
神
宮
大

会
を
制
し
、
今
大
会
の
優
勝
候
補
に

挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
華
陵（
山
口
）

に
惜
敗
し
た
前
回
大
会
に
続
き
、
初

戦
の
壁
を
破
れ
な
か
っ
た
。

試
合
は

慶
応

白
村

開
星

春
木

の
両
エ
ー
ス
が
先
発

慶
応
は
一
回

に
３
番

渡
辺

二
回
に
も
７
番

春

山
が
安
打
で
出
塁
し
た
も
の
の

後

続
な
く
無
得
点

開
星
も
三
回

９
番

手
嶋
が
バ
ン
ト
安
打
と
盗
塁
で
二

進
し
た
が
先
制
で
き
な
か
っ
た
。

先
手
を
取
っ
た
の
は
慶
応
だ
っ

た
。
六
回
、
先
頭
の
１
番
・
佐
藤
旭

が
三
塁
線
を
鋭
く
破
る
二
塁
打
。
石

黒
の
犠
打
で
三
塁
に
進
む
と
、
３
番

・
渡
辺
の
中
犠
飛
で
先
制
の
ホ
ー
ム

を
踏
ん
だ
。

し
か
し
、
開
星
も
そ
の
裏
す
か
さ

ず
反
撃
。
２
四
球
な
ど
で
２
死
一
、

二
塁
と
攻
め
、
５
番
・
本
田
の
左
翼

線
２
点
二
塁
打
で
逆
転
し
た
。

開
星
は
さ
ら
に
八
回
、
１
番
・
糸

原
の
中
前
打
な
ど
で
無
死
二
、
三
塁

と
し
、
３
番
・
松
林
の
左
越
え
二
塁

打
で
２
点
を
追
加
し
た
。

慶
応
は
開
星
の
エ
ー
ス
・
春
木
を

打
ち
あ
ぐ
ね
て
追
加
点
を
奪
え
ず
。

終
盤
の
３
回
は
、
わ
ず
か
１
安
打
に

抑
え
ら
れ
て
惜
敗
し
た
。
先
発
の
白

村
は
、
序
盤
か
ら
１
４
０
㌔
超
の
直

球
を
軸
に
、
切
れ
の
よ
い
ス
ラ
イ
ダ

ー
な
ど
変
化
球
を
交
え
て

三
振
を

奪
う
力
投
。
し
か
し
、
、
先
制
直
後

の
六
回
裏
、
制
球
を
乱
し
、
連
続
四

球
か
ら
逆
転
機
を
献
上
し
た
の
が
惜

し
ま
れ
る
。

慶
応
・
上
田
誠
監
督

初
戦
は
難

し
い
。
守
備
の
差
で
負
け
た
。
攻
撃

で
も
、
先
頭
の
走
者
を
出
せ
ず
、
か

き
回
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
単

純
に
実
力
負
け
で
す
。

【
慶
応
・
開
星
】
力
投
す
る
慶
応
先
発
の
白
村
‖
阪
神
甲
子
園
球
場
で
24
日
、
小
川
昌
宏
撮
影
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